
新型コロナ感染者数がまだまだ多い状況の中、NY州を

はじめアメリカではマスク着用をはじめとするさまざま

な規制が撤廃されています。社会全体がコロナとの共存

へと向かいつつある中、引き続き最大限の予防対策を施

しつつ、春のゴスペル宣教を開始いたします。4月7日

（木）から6月9日（木）まで計10回のワークショップと6

月11日（土）のコンサートを予定しています。昨年に続

きGregory Kellyさんが指導をしてくださいます。

今年は4月9日（土）にリッジウェイ教会で開催

されるイースター子ども会に日本人教会も合流

する形となりました。ボランティアとして参加

を希望する日本人高校生も何名か手を挙げてく

れています。屋外での楽しいイベントが企画さ

れており（雨天は屋内となります）多くの日本

人が教会との絆を深める機会となってほしいと

願っています。

＜受洗準備の学び＞
昨年の子どもクリスマス会に初めて教会に来ら

れた方がその後、教会の礼拝に続けて出席されて

いましたが、このたび受洗準備の学びを開始する

ことになりました。２人の小さなお子様の育児に

忙しい日々での学びなので、無理せずにゆっくり

と進めていく予定です。

＜決心をして帰国＞
教会員として奉仕してくださっていたＨ姉のご

主人が、信仰決心をして日本へ帰国されました。

最も良いときに受洗の恵みにあずかることができ

るようにと願っています。

3月に２人の教会員が帰国いたしました。3月6

日（日）礼拝後、２人の派遣式を教会で行いまし

た。Zoom参加の方も含めて一人一人感謝と励まし

の言葉をお贈りし、送り出しました。2名のうち1

名はＮＹめぐみ教会で受洗されたので、帰国後、

通う教会を決めることになります。受け入れてく

ださる教会の皆様、なにとぞよろしくお願いいた

します。また、比較的最近受洗された方を対象に、

「受洗後の学び」を継続して行っています。
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２人が帰国することになり「派遣の祈り」がささげられた（3/6）

この知らせがエルサレムにある教会の耳に入っので、彼らはバルナバをアンティオキアに遣わした。

ニューヨーク周辺邦人宣教・宣教師

笹川雅弘・由利子

【祈りの課題】

■コロナ禍の中で行われる宣教活動が守ら

れ豊かな実を結ぶように。

■求道者に確かな信仰が与えられるように。

■帰国した教会員が日本でも素晴らしい働

きを継続することができるように。

■宣教師夫妻の健康が守られ、インフレと

円安が加速する中、経済的必要が満たさ

れるように。

コロナ禍の中での宣教活動

春のゴスペルワークショップ

イースター子ども会

求道者の動向

教会員の動き

連絡先：LMJ世界宣教会 熊久保公義

電話：045-931-3312

Mail: kimikuma1126@gmail.com

HP:https://nymissionsasakawa.wixsite.

com/support



LM-J VOICE 126 2022年４月15日 (2)

最近マルコの福音書を読んで

いるうちに心に留まったことが

ありました。16章8節の「彼女

たちは墓を出て、そこから逃げ去った。震え上

がり、気も動転していたからである。そしてだ

れにも何も言わなかった。」という一文です。

ほとんどの古い写本では、福音書はここで終わっ

ているそうです。

マルコはイエス様の公生涯を直接知る使徒た

ちの時代が終わる頃に、使徒たちの口述の証し

に代わるものとして福音書を書いた。そのこと

を思いめぐらしているうちに、この書の朗読に

聞き入っている初代教会の会衆の情景が心に浮

かびました。

福音書が照らし出しているのは、主の復活の

最初の目撃者である使徒たちの弱さです。朗読

を聞き終わって、会衆はどう感じたでしょう。

何をメッセージとして受け取ったでしょう。会

衆は彼らから福音を聞いたのです。使徒たちが

圧倒的な力と権威と喜びをもって福音を語った

ので、人々は信じて救われたのです。自分達に

福音を伝えてくれた使徒たちはこんなにも弱い

人々だったのか。私たちと同じではないか。確

かにあの強さは、人ではなく聖霊の力によるも

のだとだれもが納得したでしょう。

宣教師たちもみな、私たちと変わらない弱さ

を抱えています。特別に勇敢で優れた人はいな

いのです。しかし、それで終わりではありませ

ん。パウロはコリントに行った時のことをこう

明かしています。「あなたがたのところに行っ

たときの私は、弱く、恐れおののいていました。

そして、私のことばと私の宣教は、説得力のあ

る知恵のことばによるものではなく、御霊と御

力の現れによるものでした。」（Ⅱコリント2

章3-4節）

みことばの宣教が人の力ではなく主の権威に

よるものであることを明らかにするために、主

は宣教師の弱さを用いられるようです。弱さは

誰にとっても嬉しいものではありません。しか

し主がそれを必要としておられるのを知ってい

るので、彼らはそれを忍ぶのです。

（本郷台キリスト教会アドバイザー牧師）

「だれにも何も
言わなかった」

木島 正敏
LMI世界宣教会協力理事

◇ヨーロッパでの戦争◇
ロシア、ウクライナ両陣営とも、

自分たちが勝利することを確信して

います。しかし前世紀の戦争や武力

衝突の経験は私たちに一つのことを

教えてくれたはずです。戦争には勝

者はなく、敗者だけがいるのです!

相互のつながりが強まり、グロー

バル化した世界では、ここ日本でさ

えも、特にヨーロッパで戦争の影響

を感じています。ヨーロッパは、第

２次世界大戦後最大級の難民災害に

直面しています。現在、350万人以

上がウクライナから脱出し、さらに

ウクライナ国内避難民200万人がい

ます。リーベンゼラー宣教団は、他

のキリスト教援助団体とともに、人々

の大きな必要を軽減するための支援

を行っています。宣教団とそのパー

トナーによるこれらの支援活動のた

めにお祈りください。ウクライナの

人々のために祈り、ロシアの兄姉の

ために祈ることを忘れないでくださ

い。以下、いくつかの情報をお届け

します。

☆現在ロシアのLMI宣教師は、マッ

ティス・サビーネしかいません。

「今のところ順調です。もちろん、

みんな心配しています。また、難民

の方々もここで受け入れ、ケアして

います。ロシアの人たちのためにも

お祈りください」（マッティス師）

☆3月中旬に行われた最初の支援輸

送で、ウクライナの児童養護施設に

約1トンの支援物資を届けることが

出来ました。

☆女性や子どもを中心とした難民は

宣教団の本部や、近くのモンバハ谷

にあるキャンプ所に受け入れること

ができました。

☆ベルリン中央駅のウェルカムテン

トで支援活動が行われます。ウェル

カムテントは、ベルリン都市宣教会

が運営しており、現在、ウクライナ

からポーランド経由で難民が到着す

るドイツ国内のホットスポットとなっ

ています。難民は宿泊施設に運ばれ

るか、移動できるようになるまでテ

ントに滞在することができます。テ

ント内には食事や子供の遊び場があ

り、医療を受けることもできますし、

何より休むことができます。

「いつも喜んでいなさい。絶えず祈

りなさい。すべてのことにおいて感

謝しなさい。これが、キリスト・イ

エスにあって神があなたがたに望ん

でおられることです。」（Ⅰテサロ

ニケ5：16～18）

（アンドレアス・グロース：

LMI-Jチームリーダー）



みなさまお元気ですか？春が来て心躍る季節で

あるはずですが、連日ロシアが侵攻したウクライ

ナの惨状のことが報道されていて、心穏やかでは

ありませんね。いかにこの世を悪が支配している

かを思い知らされます。それと同時に、その悪が

自分の心の中にもあるということも思います。

自分にとっては、とうてい受け入れられない言

動をしたあの人、この人。神様に「あの人のこと

を赦します、赦せるよう助けてください」と祈っ

た後も、何度もよみがえってくる苦い思い。数年

前のタイでの休暇中のこと、ふとどうしても優し

い気持ちを持つことのできない人のことを思い出

し、思わず歯を食いしばりました。そのはずみで、

歯の一部がわずかに欠けてしまいました。「神様

が怒るのはやめなさい」と仰っているんだと思い

ました。この歯の治療を次の日にしてもらったの

ですが、その詰め物は一日で取れてしまい、もっ

と大きな歯科医院に行く羽目になりました。

「兄弟を憎む者はみな、人殺しです。あなたが

たが知っているように、だれでも人を殺す者に、

永遠のいのちがとどまることはありません。」

（Ⅰヨハネの手紙3章15節）を読み、「ああ、まず

い！」と思います。パウロの「私は本当にみじめ

な人間です。だれがこの死のからだから、私を救

い出してくれるのでしょうか。」（ローマ人への

手紙７章24節）に心から同感です。お手上げです

が、希望もあるのを私は知っています。かつて赦

せないと思っていたあの人、この人は複数います

が、（なんてひどい宣教師でしょうか！）「赦し

ます。助けてください」と祈った後、何年もたっ

て思い返した時、その事実は忘れたわけではない

のですが、まるで古文書に書かれているように、

もはや自分を傷つけないということを発見するの

です。神様は確かに、私の心から悪を追い出すこ

とを助けてくださったのです。私自身ではできな

いことを、神様はその計り知れない力で成し遂げ

てくださっているのです。

私の心から悪を除き去ってくださる神様は、こ

の世からも除き去ってくださることを、私たちは

知っています。そしてそのことはイエスさまが十

字架にかかられ、よみがえってくださったから成

し遂げられるのだということも知っています。イ

エスさまの復活を覚えるイースターを心からお祝

いします。
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㊤「STOP WAR HELP UKRAINE」
（戦争やめて ウクライナを

助けて）の手書きプラカード

を持つウクライナの子ども㊨

近藤恵医療宣教師

バングラデシュ医療宣教師

近藤 恵

【近藤恵医療宣教師を支える会】

〒329-0403 栃木県下野市医大前3-7-1

☎0285-44-7564 自治医大前キリスト教会気付

e-mail:meg0_02007@yahoo.co.jp

【現地】 Garo Baptist Convention
Christian Health Project

Joyramkura.p.o. Haluaghat 2260
Mymensingh, BANGLADESH

【祈りの課題】

■バングラデシュへのビザが早く与えられるよ

うに。

■大きな責任を持つドクター・ルーシーが強

められるように。

■脳出血の後遺症のあるドクター・タポシュ

が癒やされるように。

■コロナから守られるように。

■母と姉の救いのために。

ウクライナのロシア侵攻と

私の心の中の悪
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★近藤恵医療宣教師のビザ取得

のためにお祈りください。また

ドクター・タポシュの健康の回

復、責任を担っておられるドク

ター・ルーシーの働き、働き人

の必要、病院の経営のためにも

続けてお祈り下さい。同刻の祈

りにもご参加ください。

★笹川雅弘・由利子宣教師夫妻

の働きのために。ゴスペルの働

き、バイブルクラスなどの働き

を含め、すべての働きが救いの

ために用いられ、体力などの必

要も備えられます様に。たんぽ

ぽミニストリーの祝福のため、

人的・経済的な必要のためにも

続けてお祈りください。

★各宣教師を送り出すそれぞれ

の支える会、また理事会の働き

が、宣教師を正しくサポートす

るために用いられますように。

宣教師志願者が起こされた時の

十分な備えがありますように。

★毎月第一金曜日に行われるLM

J祈祷会が祝福され、用いられ

ますように。

★世界宣教への思いがある方、

ご連絡ください。ともに祈りま

しょう。

【祈り】「だれを、わたしは

遣わそう。だれが、われわれ

のために行くだろうか」（イ

ザヤ 6:8）とあなたが呼ぶ声

に応えて遣わされている働き

人を守り、そのわざを祝福し

てください。

（田辺証夫・LMI世界宣教会理事

長）

LMI世界宣教会
（LM-J 本部＆ 〠226-0003 横浜市緑区鴨居2-29-4（かもい聖書教会気付 ☎&Fax 045-931-3312）

会計事務局） e-mail: LMJ@outlook.jp

→ 献金送金の際、「ゆうちょ銀行通帳」から電信振替(ATM)をご利用されると振替用紙より割安で送金できます。

（LMI）http://www.liebezell.org/(ドイツ語),www.liebenzell.ca/(英語) 郵便振替 00110–1–91993「LMI世界宣教会」

［常任理事］田辺証夫(理事長 lmijapan.tanabe@gmail.com) 熊久保公義(副理事長&書記) 村上正道(会計) アンドレアス・グロー

ス(LMI担当) 小倉 泉（Bg） 立石聖美 ［協力理事］ 木島正敏 兵藤陽子 立石尚志 小堀日出春(Voice編集)

［監 事］ 近藤泉 櫛田信 [会計事務] 安藤眞里 佐藤かおり

「彼らはみな、・・・いつも心を一つにして

祈っていた。」（使徒の働き 1章14節）

コロナウィルス感染症の拡大、ロシア・ウクラ

イナ間の戦争、日本では再び大きな地震が起こる

など、世界は目まぐるしい変化の中に置かれてい

ます。しかしこのような状況の中、主は宣教師を

お立てになり、永遠に変わることのない神のこと

ばを与え、世界に遣わしてくださっています。背

後にあって、みなさまからの熱い祈りが捧げられ、

世界宣教の働きが止まることなく進められている

ことを覚えて感謝します。

世界の動きに合わせて、宣教師の必要も日々アッ

プデートされて行く中、LMJはサポートしてくだ

さっているみなさまに呼びかけて、月に一回のオ

ンライン祈祷会を行うこととしました。平日の午

前という時間ではありますが、宣教師から直接祈

り課題をお聞きして、共に祈ることができる幸い

な時間です。ぜひご参加くださり、祈りを通して

共に世界に福音を広めて行きましょう！参加ご希

望の方は、LMJ事務局（lmj@outlook.jp）までお

問い合わせください。ZOOMのミーティングIDをお

知らせいたします。

☆LMJオンライン祈祷会
日時:毎月第１金曜日

午前9時半〜10時半

宣教師支える祈禱会に

ぜひご参加ください！

ZOOMを使っての祈祷会の模様


